
査速度段階の境界点に相当する電圧とすれば，列車速度がどの

速度段階にあるかを検出することができるわけて。ある。

(大石勝)

そくどひおよびかいてんけんしゆっそうち 速度比お

よび回転検出装置 ディーゼルT!'日i の動力伝達装置として使

用されている液体変速僚は，入力回転数 と 出力回転数との比，

すなわち速度比によって ， その効率が変化する。車 I山jの低速か

ら般尚速度までの全速度範聞にわたって . U凶の液体変速機で

効率 よく動); (，μi主を行なうことはi付量産である。 このため大形の

液体変速機では， それぞれ異なった速度比の純白1て1自レ効率と

なるような後数似の液体変iili!幾または流体継手を組み合わせ，

速度比に応じて 作品}J illl の 充tJl 拘!i{.了iJなう 4 とに より ，最も効率

のよい !{tj)j!機または液体継子のみを >]'0) 作させる方法 (Voith

DW 2 系等) または tU'I'装世と 1 例の液体変速機を組み合わ

せ，速度比にLじじて断 'F比を切 り換えることにより，液体変速

機の速度比が常に効率の，.::; l ，~;)j DH内に保たれるよう にする方法

(Mekydro) の. l ず *L 泊./J : JI]l 、られている。この速度比を検出

し ， 液体染、速機の充掛納または幽Iド比の切換えを行なう装置を

速度比検出装置 とし、う。

速度比快w弘主位と しては， ガパナ俊樹障を平 1])日 したもの， 入出

力車ltにより駆動される油ポンプの批IiEEな利川 した もの，電気(l':J

に杉HU を行なうもの呼が(.J.iJ1J されてしる。 llil鋭、で多く使用され

てしる DW 2 系液体没、iilil幾 11. 3 倒のH主体'変速機を内蔵してい

るが， これのi創立比検/-1:\装位11m~((r:Jなディジタノレ方式を使用

しており ，入 )J側およ び I B力Mの軌端に取り付けられたピック

アップにより ， それぞれの軸[日l転数に比例した数のパルスを発

生させ， これを半z母体を利用 した論理'-" 1路によりがi算して速度

比の検 I H を千 j なうものである。

デ ィーゼノレ1j(向の犠械式逆転僚は， :qi 刺lが回転しているとき

転換すると般加するおそれがあるので. À並転機の転換11;IJ御は車

桐hが回転してレる 1M]は行なえないようにする必要がある。この

ため11"lijh の Eïl ~k、な.f91: lJし， 逆転機の保過を行なう装置を回転検

出装置と呼んでレる。 DW 2 系液体変速機は内部に逆転機をも

っており ， このための川転検出は変速機出力側の制1回転をピッ

クアップによりパノレ^と して検/J.lする方法をとってレる。 DW

2 系液体安速機では， 速度比の検出と回転の検出は同ーの装置

いjで行なわれるため， この~院を L速度ltおよび回転検出装tß:l

と l中んでし 、る。(萩fji(益雄)

そせいひょうてんそうよういんさつつうしんもう 組

成表伝送用印刷通信網 貨物輸送法準規程により，制l成駅で

は列 ' 1'- の制 l成完了後， u~iちに次の組成駅および特に指定する駅

に対して ， 印刷通信 ・ 校写11l j言または'ft!訴により，組成通報を

行なうようにfiÊめられている。印刷l電信機を使用して組成通報

を行なう 125:1::Jについては， n;!H品が次のように定めている。

(1) 創 LJ来通 .*~の IAJ容

JJ 日. 7' IJ 市番号，両íiic麦別，貨車記号，符号および番号， 発駅，

zl 出(，換算，品名，現車"十，延長υt. 換算，iI.その他輸送上必

要とするがlJj，

そせいひょう

(2) 通報方式

組成通報は，従来電話によって通報されてきたが，昭和 27 ・ 3

に大宮 ・ 新鶴見聞に配車用印刷電信慢が設憶され，続いて東梅

道本線(新鶴見 ・ 吹田間)において配車用印刷電信系が設備され，

途中各組成駅を直列に絡んで， 順次送 りの方法で通報を行なっ

てきたが，貨物輸送の高速化および貨車集配の近代化計画とも

考え合わせ，織内作業の円滑化ならびに貨車運用効率の向上を

はかるため，昭和 36 年度に至り ，東北本線(上野 ・仙台関，高

崎 ・ 熊谷を含む。)常磐線・山陽本線(宇野・ 高松 ・ 1"1 司を含む)。

列車の種類 | 通報量l 成獄

途中組立駅で解結作業 | ノ終着駅
発駅

のないもの :It "1' '\.支社の指定する駅

途中組立駅で解結作業 発駅ノ次の解結駅
\支社の指定する駅のあるもの

中間駅で解結作業をす l ノ次の組立駅
| 発N\るもの 16 ~\\解結駅

(注) ただし新鶴見・吹田聞においては， 列市の種額にかかわら

ずその次の組成駅とする.

組成表伝活印刷通信網

制
印

7

一
一

信
る
シ
'
の

通
い
段
は
ト

刷
て

2

て

7

印
れ
'
い

γ

用
さ
は
お
段

送
用
て
に

3

伝
仰
い
間
'

表

。
お

区
め

成
る
に
の
た

組
あ
の
他
る

の
に
凶
の
あ

こ
向
叩
そ
で

。
傾

f
'

的
。

る
る
{
が
理
る

い
れ

d

る
合
レ

て
さ
り
あ
が
て

つ
大

線
で
う
し

な
鉱
本
機

ほ
用

行
に
道
信
た

使

を
区
泌
電
し
を

げ
線
的
テ
ツ
交
℃
し
相
亡
行
ぬ
陸
雌
い
式
機
コ
よ
送
線
米
刷
用
機

転
刺
市
ス
テ
動
し
出
者
伝
を
。
和

北
・

お
パ
換

'
に
伝
妥
'
印
共
信

m
J枇
削
℃
仏
間
組
岬
似
凶
儲
れ
酬
比
側
川
口
腕
口
札
む
蝕
齢
制
恥
腕

こ
に
十
レ
パ
電
を
ヤ
る
川
表
て
の
に
(
問
ク
自
置
呼
成
今
信
配
信
印

ま
度
峠
お
プ
式
機
イ
よ
の
成

っ
そ

度
線
津

'
信
設
ド
組

'
電
の
電
用

年
川
リ
に
ツ
プ
換
ダ
に
互
組
な
年
本
江
て
電
を
一
り
は
刷
ト
般
般

m田孝一)


